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五
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〇
〇
六
年
二
月
『
大
東
世
語
』「
政
事
篇
」
注
釈
稿
〔
凡
例
〕
一
、
本
稿
は
、
服
部
南
郭
『
大
東
世
語
』「
政
事
篇
」
の
本
文
と
原
注
に
関
す
る
注
釈
で
あ
る
。
注
釈
は
、「
特
殊
演
習
Ｏ
組
」（
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
国
語
国
文
学
科
二
〇
〇
五
年
度
科
目
、
堀
誠
担
当
）
の
受
講
生
（
石
本
波
留
子
・
當
麻
夏
恵
・
齋
藤
全
）
が
そ
れ
ぞ
れ
講
読
担
当
話
の
発
表
資
料
に
基
づ
い
て
原
稿
化
し
た
。
一
、
底
本
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
『
大
東
世
語
』（
寛
延
三
年
〈
一
七
五
〇
〉
刊
）
に
依
り
、
ま
た
典
拠
に
関
し
て
は
同
館
蔵
本
『
大
東
世
語
考
』
（
方
寸
菴
漆
鍋
稿
、
寛
延
四
年
〈
一
七
五
一
〉
序
）
を
参
考
に
し
た
。
一
、「
政
事
」
篇
の
都
合
九
話
を
、〔
政
事
１
〕
の
よ
う
に
順
次
表
記
し
た
。
一
、
注
釈
は
本
文
の
〔
書
き
下
し
文
〕・〔
訳
文
〕、
原
注
の
〔
書
き
下
し
文
〕・
〔
訳
文
〕、
お
よ
び
〔
語
釈
〕〔
典
拠
〕
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
〔
備
考
〕
を
加
え
た
。
一
、〔
書
き
下
し
文
〕
は
、
原
則
と
し
て
底
本
の
訓
点
を
尊
重
し
つ
つ
、
適
宜
こ
れ
を
改
め
た
。
〔
政
事
１
〕
二
一
二
一
レ
二
一
二
一
レ
橘
良
基

。
歴
‐
任
五
州
。
毎
罷
歸
。
不
載
資
材
。
常
教
子
孫
以
レ
二
一
レ
二
一
レ
二
潔
己
。
其
子
在
公

。
問
治
政
要
。
良
基
曰
。
雖
有
百
術
。
不
如
一
一
清

。
〔
書
き
下
し
文
〕
橘
良
基
、
五
州
に
歴
任
す
。
罷
め
歸
る
毎
に
、
資
材
を
載
せ
ず
。
常
に
子
孫
に
教
ふ
る
に
己
を
潔
す
る
を
以
て
す
。
其
の
子
在
公
、
治
政
の
要
を
問
ふ
。
良
基
曰
は
く
、「
百
術
有
り
と
雖
も
、
一
清
に
如
か
ず
」
と
。
『
大
東
世
語
』「
政
事
篇
」
注
釈
稿
（
堀
）
七
一
〔
訳
文
〕
橘
良
基
は
、
伊
予
・
常
陸
・
越
前
・
丹
波
・
信
濃
の
五
州
に
歴
任
し
た
。
任
が
あ
け
て
都
へ
帰
る
度
に
、
資
産
を
運
ぶ
こ
と
が
な
か
っ
た
。
彼
は
常
に
子
孫
に
対
し
て
、
自
分
自
身
を
清
ら
か
に
正
し
く
す
る
よ
う
、
教
え
説
い
た
。
そ
の
子
で
あ
る
在
公
は
、治
政
の
要
点
を
質
問
し
た
。良
基
が
答
え
て
言
う
に
は
、「
諸
々
の
術
策
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
一
途
の
清
廉
さ
に
は
及
ば
な
い
」
と
。
〔
原
注
〕

治
部
太
輔
安
吉
之
子
。

良
基
子
男
十
一
人
。
在
公
其
第
六
子
也
。
レ
二
一

良
基
。
仁
和
三
年
卒
。
清
貧
無
資
。
没
時
。
在
黄
門
行
平
賻
以
絹
布
。
二
一
乃
得
殯
葬
。
〔
書
き
下
し
文
〕

治
部
太
輔
安
吉
の
子
な
り
。

良
基
の
子
男
十
一
人
、
在
公
は
其
の
第
六
子
な
り
。

良
基
、
仁
和
三
年
に
卒
す
。
清
貧
に
し
て
資
無
し
。
没
す
る
時
、
在
黄
門
お
く
ひ
ん
そ
う
行
平
賻
る
に
絹
布
を
以
て
し
、
乃
ち
殯
葬
す
る
を
得
た
り
。
〔
訳
文
〕

治
部
太
輔
安
吉
の
子
で
あ
る
。

良
基
の
男
子
は
十
一
人
あ
り
、
在
公
は
そ
の
第
六
子
で
あ
っ
た
。

良
基
は
、
仁
和
三
年
に
没
し
た
。
彼
は
清
純
で
私
欲
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
財
産
が
無
か
っ
た
。
没
し
た
時
は
、
中
納
言
の
在
原
行
平
が
絹
布
を
贈
っ
て
喪
を
助
け
、
殯
葬
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
〔
語
釈
〕
橘
良
基
八
二
五
〜
八
八
七
。
平
安
時
代
の
国
司
。
官
に
仕
え
、
後
に
貞
観
六
年
（
八
六
四
）伊
予
権
介
に
任
ぜ
ら
れ
、
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
常
陸
介
、
貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
越
前
守
、
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
丹
波
守
、
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
信
濃
守
と
五
州
を
歴
任
し
た
。
仁
和
三
年
、
六
十
三
歳
で
没
す
。
安
吉
橘
安
吉
雄
。
橘
良
基
の
父
で
摂
津
守
で
あ
っ
た
。
潔
己
自
分
自
身
を
穢
れ
な
く
清
ら
か
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
自
分
自
身
を
不
純
な
く
正
し
く
す
る
こ
と
。
治
政
要
治
政
の
要
点
。「
要
」
は
要
訣
、
ポ
イ
ン
ト
。
百
術
「
百
」
は
数
の
多
い
こ
と
。
諸
々
。「
百
術
」
は
「
一
清
」
と
対
を
な
す
。
一
清
「
一
」
は
も
っ
ぱ
ら
、
ひ
た
す
ら
の
意
。「
一
清
」
は
一
途
に
清
廉
に
す
る
こ
と
。
在
公
橘
在
公
。
良
基
の
第
六
子
。
仁
和
年
号
。
八
八
五
〜
八
八
九
。
卒
貴
人
の
死
を
い
う
。
日
本
で
は
令
制
で
四
位
、
五
位
の
人
の
死
に
対
し
て
言
う
。
清
貧
行
い
が
清
ら
か
で
私
欲
が
な
く
、
そ
の
た
め
に
貧
し
く
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
。
資
材
こ
こ
で
は
資
財
、
財
産
の
意
味
。
殯
か
り
も
が
り
。
死
人
を
埋
葬
す
る
前
、
し
ば
ら
く
そ
の
死
骸
を
棺
に
入
れ
て
安
置
す
る
こ
と
。
『
大
東
世
語
』「
政
事
篇
」
注
釈
稿
（
堀
）
七
二
黄
門
中
納
言
の
唐
名
。
唐
の
門
下
省
の
次
官
で
あ
る
黄
門
侍
郎
。
行
平
在
原
行
平
。
八
一
八
〜
八
九
三
。
平
安
時
代
前
期
の
公
卿
。
平
城
天
皇
の
皇
子
阿
保
親
王
の
子
で
、
在
原
業
平
の
兄
。
天
長
三
年（
八
二
六
）、
業
平
と
と
も
に
在
原
朝
臣
の
姓
を
賜
る
。
主
と
し
て
武
官
を
歴
任
。
歌
人
と
し
て
も
有
名
で
『
古
今
和
歌
集
』
に
作
品
を
残
し
て
い
る
。
〔
典
拠
〕
『
日
本
三
代
実
録
』
巻
五
十
「
光
孝
天
皇
」
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
六
月
八
日
。
（
石
本
波
留
子
）
〔
政
事
２
〕
二
一
レ
レ
二
一
二
一
一
條
源
公

。
以
王
孫
任
官
。
朝
事
克
治
。
不
減
老
吏
。
人
問
其
故
。
二
一
二
一
二
一
二
公
曰
。
我
以
不
才
。
尸
‐
素
宗
籍
。
世
事
人
情
。
未
嘗
歴
試
。
乃
自
散
一
レ
二
一
レ
レ
列
時
。
毎
班
朝
位
。
必
先
人
入
。
後
人
退
。
黙
而
習
者
多
年
。
乃
亦
得
レ
二
一
知
一
二
。
〔
書
き
下
し
文
〕
一
條
源
公
、
王
孫
を
以
て
官
に
任
ず
。
朝
事
克
く
治
ま
る
。
老
吏
に
減
ぜ
ず
。
人
其
の
故
を
問
ふ
。
公
曰
は
く
、「
我
不
才
を
以
て
、
宗
籍
に
尸
素
す
。
よ
世
事
人
情
、
未
だ
嘗
て
歴
試
せ
ず
。
乃
ち
散
列
の
時
自
り
、
朝
位
に
班
す
る
毎
お
く
に
、
必
ず
人
に
先
ん
じ
て
入
り
、
人
に
後
れ
て
退
く
。
黙
し
て
習
ふ
こ
と
多
年
う
な
る
に
、
乃
ち
亦
た
一
、
二
を
知
る
こ
と
を
得
」
と
。
〔
訳
文
〕
一
条
源
公
（
源
雅
信
）
は
、
帝
の
子
孫
で
あ
る
た
め
に
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
政
務
は
き
ち
ん
と
治
ま
り
、
老
吏
に
劣
ら
な
か
っ
た
。
あ
る
人
が
そ
の
理
由
を
尋
ね
る
と
、
公
は
こ
う
答
え
た
。「
私
は
不
才
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
皇
族
と
し
て
安
穏
に
禄
を
は
ん
で
い
ま
す
。
世
の
中
の
こ
と
も
人
の
心
も
、
い
ま
だ
に
よ
く
は
経
験
を
積
ん
で
い
な
い
の
で
す
。
そ
こ
で
宮
中
に
参
内
し
退
出
す
る
時
は
も
と
よ
り
、
朝
議
の
場
に
列
席
す
る
た
び
に
、
必
ず
人
よ
り
先
に
参
内
し
、
人
よ
り
遅
れ
て
退
出
し
ま
す
。
こ
う
し
て
長
年
黙
々
と
習
い
お
さ
め
た
お
か
げ
で
、
よ
う
や
く
十
の
う
ち
一
、
二
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
。
〔
原
注
〕
二
一
二
一

源
雅
信
。
寛
平
帝
之
孫
。
吏
部
王
之
子
。
官
至
左
大
臣
。
號
曰
一
條
。
〔
書
き
下
し
文
〕

源
雅
信
な
り
。
寛
平
帝
の
孫
、
吏
部
王
の
子
な
り
。
官
は
左
大
臣
に
至
り
、
號
し
て
一
條
と
曰
ふ
。
〔
訳
文
〕

源
雅
信
の
こ
と
で
あ
る
。
寛
平
帝
の
孫
で
、
吏
部
王
の
子
で
あ
る
。
官
は
左
大
臣
に
至
り
、
一
条
殿
と
号
し
た
。
〔
語
釈
〕
一
條
源
雅
信
の
号
。
一
条
左
大
臣
。
源
雅
信
九
二
〇
〜
九
九
三
。
平
安
時
代
中
期
の
公
卿
。
父
は
宇
多
天
皇
の
皇
子
式
部
卿
敦
実
親
王
。
母
は
左
大
臣
藤
原
時
平
の
娘
。
源
姓
を
賜
り
臣
籍
に
下
る
。
蔵
人
頭
右
中
将
か
ら
参
議
、
大
納
言
な
ど
を
経
て
右
大
臣
『
大
東
世
語
』「
政
事
篇
」
注
釈
稿
（
堀
）
七
三
ふと
な
り
、
花
山
・
一
条
・
三
条
天
皇
の
傅
（
付
き
添
う
お
も
り
役
）
を
つ
と
め
、
天
元
元
年
（
九
七
八
）
十
月
、
左
大
臣
に
就
任
。
正
暦
四
年
（
九
九
三
）七
月
二
十
六
日
、
重
病
の
た
め
出
家
。
同
月
二
十
九
日
没
。
七
十
四
歳
。
一
条
左
大
臣
と
号
し
、
ま
た
鷹
司
殿
と
も
呼
ば
れ
、
名
臣
と
の
誉
れ
が
高
か
っ
た
。
娘
の
倫
子
は
摂
政
藤
原
道
長
に
嫁
し
、
関
白
頼
通
、
同
教
通
、
上
東
門
院
彰
子
ら
を
産
ん
で
い
る
。
寛
平
年
号
。
八
八
九
〜
八
九
八
。
寛
平
帝
宇
多
天
皇
。
八
六
七
〜
九
三
一
、
在
位
八
八
七
〜
八
九
七
。
光
孝
天
さ
だ
み
皇
第
七
皇
子
。
諱
は
定
省
。
寛
平
年
間
に
親
政
を
行
い
、
後
年
「
寛
平
の
治
」
と
称
せ
ら
れ
た
た
め
特
に
寛
平
帝
と
呼
ば
れ
る
。
菅
原
道
真
を
重
用
し
、
彼
の
言
に
従
っ
て
、
遣
唐
使
を
廃
止
し
た
。
昌
泰
二
年
（
八
九
九
）
十
月
十
四
日
、
仁
和
寺
で
出
家
。
退
位
出
家
後
も
そ
の
発
言
力
は
大
き
く
、「
法
皇
」と
し
て
力
を
振
る
っ
た
。
皇
子
女
は
醍
醐
天
皇
、
敦
実
親
王
ら
二
十
人
。
吏
部
王
敦
実
親
王
。
八
九
三
〜
九
六
七
。
宇
多
天
皇
の
第
八
皇
子
で
、
醍
醐
天
皇
の
同
母
弟
。
子
孫
は
源
姓
を
賜
り
臣
籍
降
下
し
、「
宇
多
（
敦
実
）
源
氏
」
と
し
て
栄
え
た
。「
吏
部
」
は
式
部
卿
の
唐
名
。
親
王
が
一
時
、
式
部
卿
を
務
め
た
こ
と
に
よ
る
呼
び
名
で
、
六
条
式
部
卿
の
宮
と
も
い
わ
れ
た
。
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
出
家
し
て
仁
和
寺
に
住
し
、
康
保
四
年
（
九
六
七
）
三
月
二
日
死
去
。
七
十
五
歳
。
朝
事
ま
つ
り
ご
と
。
政
務
。「
朝
」
は
天
子
が
政
事
を
行
う
と
こ
ろ
、
ま
つ
り
ご
と
の
意
。
老
吏
年
老
い
た
役
人
、
ま
た
経
験
を
積
ん
で
熟
練
し
て
い
る
役
人
を
い
う
。
尸
素
あ
る
地
位
に
つ
い
て
い
な
が
ら
、
禄
を
も
ら
う
だ
け
で
職
務
を
尽
く
さ
な
い
こ
と
。
尸
位
素
餐
、
尸
禄
素
餐
の
略
。
宗
籍
皇
族
の
戸
籍
。
皇
族
の
こ
と
。「
宗
」
は
、
先
祖
の
み
た
ま
や
。
世
事
世
の
中
の
い
と
な
み
。
世
俗
の
現
実
的
な
こ
と
が
ら
。
俗
事
。
人
情
世
間
一
般
の
人
々
の
思
い
や
り
、
考
え
。
歴
試
「
歴
」
は
、
次
々
と
。「
試
」
は
、
た
め
す
、
調
べ
る
。
経
験
を
積
む
こ
と
。
散
列
「
散
」
は
退
出
す
る
こ
と
、「
列
」
は
出
仕
し
て
居
並
ぶ
こ
と
。
班
朝
位
「
班
」
は
順
序
を
決
め
、
順
序
正
し
く
並
ぶ
こ
と
。「
朝
位
」
は
、
朝
廷
で
の
位
置
（
官
位
）
の
意
。「
班
朝
位
」
で
、
朝
議
の
場
で
官
位
の
順
に
座
を
占
め
る
こ
と
を
い
う
。
因
み
に
、
出
典
で
あ
る
『
大
鏡
』
に
は
、
一
条
殿
の
言
葉
と
し
て
は
「
親
王
た
ち
の
な
か
に
て
、
世
の
案
内
も
知
ら
ず
、
た
づ
き
な
か
り
し
か
ば
、
さ
る
べ
き
公
事
の
折
に
は
、
人
よ
り
先
に
ま
ゐ
り
、
こ
と
果
て
て
も
、
最
末
に
ま
か
り
出
な
ど
し
て
、
見
習
ひ
し
な
り
」と
あ
る
。
多
年
多
く
の
年
月
。
長
年
。
〔
典
拠
〕
『
大
鏡
』
道
長
下
「
雜
雜
物
語
」。
（
當
麻
夏
恵
）
『
大
東
世
語
』「
政
事
篇
」
注
釈
稿
（
堀
）
七
四
〔
政
事
３
〕二
一
二
一
レ
二
一
二
一
平
惟
仲

爲
肥
州
時
。
有
請
。
於
列
投
上
。
源
右
府

爲
上
。
二
一
レ
レ
右
府
素
已
保
‐
護
惟
仲
。
爾
日
乃
披
難
詰
。
惟
仲
不
滿
見
色
。
右
府
曰
。
二
一
レ
レ
二
一
レ
若
此
。
在
列
固
自
應
駁
。
退
於
里
第
。
或
亦
應
允
。
是
朝
政
爾
。
何
怨
哉
。
惟
仲
慚
服
。
〔
書
き
下
し
文
〕
た
け
い
平
惟
仲
肥
州
爲
る
時
、
請
有
り
。
列
に
於
い
て
上
に
投
ず
。
源
右
府
た
そ
上
爲
り
。
右
府
素
よ
り
已
に
惟
仲
を
保
護
す
。
爾
の
日
乃
ち
を
披
き
て
あ
ら
は
難
詰
す
。
惟
仲
不
満
色
に
見
る
。
右
府
曰
く
、「
此
の
の
若
き
、
列
に
ま
ゆ
る
在
り
て
は
固
よ
り
自
ら
應
に
駁
す
べ
し
。
里
第
に
退
き
て
は
或
は
亦
た
應
に
允
す
べ
し
。
是
れ
朝
政
の
み
。
何
ぞ
怨
む
や
」
と
。
惟
仲
慚
服
す
。
〔
訳
文
〕
平
惟
仲
が
肥
後
守
で
あ
っ
た
と
き
、
申
請
す
る
文
書
が
あ
っ
た
。
臣
下
達
が
列
座
す
る
場
に
お
い
て
そ
の
文
書
を
上
卿
に
差
し
出
し
た
。
源
右
府
が
上
卿
で
あ
っ
た
。
右
府
は
も
と
も
と
惟
仲
を
加
護
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
日
は
文
書
を
披
く
と
惟
仲
を
非
難
し
問
い
詰
め
た
。
惟
仲
は
不
満
の
思
い
を
顔
に
表
し
た
。
右
府
が
言
う
に
は
、「
こ
の
よ
う
な
文
書
は
も
と
よ
り
列
座
の
場
に
お
い
て
非
難
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
私
邸
に
退
い
た
時
に
は
ま
た
許
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
。
こ
れ
が
政
治
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
怨
む
の
か
」。
惟
仲
は
恥
じ
入
り
感
服
し
た
。
〔
原
注
〕

中
納
言
時
望
之
孫
。
美
濃
守
珍
材
之
子
。
官
至
大
納
言
。

雅
信
。
〔
書
き
下
し
文
〕

中
納
言
時
望
の
孫
、
美
濃
守
珍
材
の
子
な
り
。
官
は
大
納
言
に
至
る
。

雅
信
な
り
。
〔
訳
文
〕

中
納
言
時
望
の
孫
で
、
美
濃
守
珍
材
の
子
で
あ
る
。
官
職
は
大
納
言
に
至
っ
た
。

源
雅
信
で
あ
る
。
〔
語
釈
〕
惟
仲
平
惟
仲
。
九
四
四
〜
一
〇
〇
五
。
平
安
時
代
中
期
の
公
卿
。
父
は
平
珍
材
、
母
は
備
中
ま
た
は
備
後
郡
司
女
と
も
讃
岐
人
と
も
い
う
。
康
保
三
年
（
九
六
六
）
東
宮
昇
殿
以
来
、
肥
後
守
、
大
学
頭
、
弁
官
、
蔵
人
頭
を
経
て
、
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
参
議
に
任
じ
、
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
ご
ん
の
そ
ち
中
納
言
、
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
大
宰
権
帥
と
な
り
、
同
五
年
従
二
位
。
し
か
し
、
宇
佐
宮
宝
殿
に
封
を
し
た
こ
と
か
ら
、
同
宮
司
の
訴
え
に
よ
り
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
権
帥
を
停
め
ら
れ
、
翌
二
年
三
月
十
四
日
、
腰
の
骨
折
が
原
因
で
大
宰
府
に
没
し
た
。
六
十
二
歳
。
惟
仲
が
肥
後
の
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
天
元
四
年
（
九
八
一
）。
ま
た
原
注

に「
官
は
大
納
言
に
至
る
」と
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
認
と
考
え
ら
れ
る
。
肥
州
肥
後
国
。
西
海
道
の
一
国
。
現
在
の
熊
本
県
に
あ
た
る
。
北
は
筑
後
国
（
福
岡
県
）
に
、
東
は
豊
後
国
（
大
分
県
）・
日
向
国
（
宮
崎
県
）に
、
『
大
東
世
語
』「
政
事
篇
」
注
釈
稿
（
堀
）
七
五
南
は
薩
摩
国
（
鹿
児
島
県
）・
大
隈
国
（
同
）
に
そ
れ
ぞ
れ
接
し
、
西
は
有
明
海
を
臨
む
。
地
形
は
、
大
ま
か
に
東
高
、
西
低
を
な
す
。
請
申
請
す
る
文
書
。
列
朝
臣
が
ず
ら
り
と
居
並
ぶ
場
。
列
座
。
典
拠
と
考
え
ら
れ
る『
江
談
抄
』
で
は
「
陣
」
と
す
る
。
投
相
手
の
手
中
に
、
ま
た
は
先
方
に
収
ま
る
よ
う
に
差
し
出
す
。
上
平
安
・
鎌
倉
時
代
、
朝
廷
の
儀
式
を
指
揮
す
る
公
卿
。
普
通
は
中
納
言
以
上
の
任
。
右
府
右
大
臣
の
唐
名
。
典
拠
で
は
一
条
左
大
臣
。
難
詰
非
難
し
問
い
詰
め
る
こ
と
。
駁
ま
ぜ
か
え
す
。
他
人
の
言
っ
た
こ
と
に
反
対
し
論
じ
る
。
ま
た
、
他
人
の
言
っ
た
こ
と
に
対
し
反
発
し
て
非
難
す
る
。
里
第
私
邸
の
意
。「
里
」
は
内
裏
に
対
す
る
語
。「
第
」
は
、
い
え
、
や
し
き
。
宅
に
は
甲
乙
の
次
第
が
あ
る
か
ら
「
第
」
と
い
う
。
允
ゆ
る
す
。
か
ど
を
た
て
ず
に
、
相
手
の
意
見
を
聞
き
入
れ
る
。
朝
政
朝
廷
の
政
治
。
あ
さ
ま
つ
り
ご
と
。
慚
服
「
慚
」
は
恥
じ
る
。
面
目
な
く
思
う
。
人
の
評
価
、
好
意
に
対
し
ふ
さ
わ
し
く
な
い
自
分
を
は
じ
る
。「
服
」
は
恐
れ
入
り
、
納
得
す
る
こ
と
。
時
望
平
時
望
。
八
七
七
〜
九
三
八
。
珍
材
平
珍
材
。
生
卒
未
詳
。
美
濃
守
。『
古
事
談
』・『
江
談
抄
』
に
逸
話
が
見
ら
れ
る
。
美
濃
地
名
。
東
山
道
の
一
国
で
、
現
在
の
岐
阜
県
南
部
に
あ
た
る
。
東
は
信
濃
国
（
長
野
県
）、
北
は
飛
騨
（
岐
阜
県
）・
越
前
（
福
井
県
）
の
両
国
、
西
は
近
江
国
（
滋
賀
県
）、
南
は
伊
勢
（
三
重
県
）・
尾
張
（
愛
知
県
）・
三
河
（
同
）
の
諸
国
に
接
す
る
。
雅
信
源
雅
信
。〔
政
事
２
〕〔
語
釈
〕
参
照
。
〔
典
拠
〕
『
江
談
抄
』
巻
二
「
惟
仲
中
納
言
申
請
文
事
」。
（
齋
藤
全
）
〔
政
事
４
〕
二
一
レ
三
二
一
長
暦
帝
。
見
庶
官
衣
袖
漸
廣
不
悦
。
密
令
侍
中

咨
小
野
右
府
藤
公

。
二
一
レ
二
一
二
一
公
曰
。
誠
如
聖
意
。
請
臣
先
受
罪
。
以
懲
其
餘
。
人
必
謂
臣
乃
以
老
臣
レ
二
一
二
レ
レ
二
レ
一
亦
猶
如
是
。
上
從
其
謀
。
令
公
停
朝
杜
門
數
日
。
朝
衣
無
敢
踰
制
者

。
〔
書
き
下
し
文
〕
よ
う
や
長
暦
帝
、
庶
官
の
衣
袖
漸
く
廣
き
を
見
て
悦
ば
ず
。
密
か
に
侍
中
を
し
て
小
野
右
府
藤
公
に
咨
ら
し
む
。
公
曰
は
く
、「
誠
に
聖
意
の
ご
と
し
。
請
ふ
臣
先
お
も
づ
罪
を
受
け
て
、
以
て
其
の
餘
を
懲
ら
さ
ん
こ
と
を
。
人
必
ず
謂
ふ
臣
乃
ち
老
臣
を
以
て
亦
た
猶
ほ
是
く
の
ご
と
し
、
と
」
と
。
上
は
其
の
謀
に
從
ひ
、
公
を
し
て
朝
を
停
め
門
を
杜
ぢ
し
む
る
こ
と
數
日
、
朝
衣
敢
へ
て
制
に
踰
ゆ
る
者
無
し
。
〔
訳
文
〕
長
暦
帝
は
、
庶
官
の
衣
の
袖
口
が
次
第
に
大
き
く
な
る
の
を
見
て
快
く
思
わ
な
『
大
東
世
語
』「
政
事
篇
」
注
釈
稿
（
堀
）
七
六
か
っ
た
。
そ
こ
で
密
か
に
蔵
人
頭
で
あ
る
資
房
を
遣
わ
し
、
小
野
右
府
藤
原
実
資
に
相
談
し
た
。
実
資
が
言
う
に
は
、「
誠
に
聖
意
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
ま
ず
罪
を
受
け
て
、
そ
の
他
の
人
々
を
懲
ら
さ
ん
と
思
い
ま
す
。
私
が
罪
を
受
け
た
と
な
れ
ば
人
々
は
き
っ
と
、
老
臣
で
さ
え
こ
の
よ
う
に
罪
せ
ら
れ
る
の
だ
と
思
う
で
し
ょ
う
」
と
。
帝
は
そ
の
秘
策
に
従
い
、
実
資
に
数
日
間
参
内
を
や
め
て
、
閉
門
謹
慎
さ
せ
る
と
、
朝
衣
の
袖
に
つ
い
て
は
、
敢
え
て
き
ま
り
を
超
え
る
者
は
い
な
く
な
っ
た
。
〔
原
注
〕

藤
資
房
。
右
府
孫
。

實
資
。

或
云
。
延
喜
時
。
藤
時
平
有
此
事
。
〔
書
き
下
し
文
〕
そ
ん

藤
資
房
な
り
。
右
府
の
て
つ
孫
な
り
。

實
資
な
り
。
あ
る
ひ
と

或
云
は
く
、「
延
喜
の
時
、
藤
時
平
に
此
の
事
有
り
」
と
。
〔
訳
文
〕

藤
原
資
房
で
あ
る
。
右
府
藤
原
実
資
の
孫
で
あ
っ
た
。

藤
原
実
資
で
あ
る
。

あ
る
人
が
云
う
に
は
、「
延
喜
の
時
、
藤
原
時
平
と
の
間
に
こ
の
こ
と
が
有
っ
た
」
と
。
〔
語
釈
〕
長
暦
年
号
。
一
〇
三
七
〜
一
〇
四
〇
。
長
暦
帝
後
朱
雀
天
皇
。
一
〇
〇
九
〜
一
〇
四
五
。
一
〇
三
六
〜
四
五
在
位
。
一
条
天
皇
の
第
三
皇
子
。
母
は
藤
原
道
長
の
娘
彰
子
。
侍
中
蔵
人
の
唐
名
。
餘
こ
こ
で
は
餘
人
の
意
。
藤
資
房
藤
原
資
房
。
一
〇
〇
七
〜
一
〇
五
七
。
平
安
時
代
中
期
の
公
卿
。
藤
原
実
資
の
養
子
藤
原
資
平
の
長
男
。
小
野
宮
家
の
嫡
流
と
し
て
、
長
暦
二
年
（
一
〇
三
七
）
三
十
二
歳
で
蔵
人
頭
、
そ
の
後
、
参
議
、
従
三
位
と
実
資
の
存
命
中
は
順
調
に
官
位
が
進
ん
だ
が
、
そ
の
後
は
摂
関
家
と
対
立
す
る
立
場
に
立
っ
た
た
め
不
遇
で
あ
っ
た
。
實
資
藤
原
実
資
。
九
五
七
〜
一
〇
四
六
。
小
野
宮
、
賢
人
右
府
と
も
称
さ
れ
る
。
右
大
臣
従
一
位
ま
で
進
む
。〔
言
語
９
〕〔
語
釈
〕
参
照
。
藤
時
平
藤
原
時
平
。
八
七
一
〜
九
〇
九
。
平
安
時
代
前
期
の
政
治
家
。
よ
く
醍
醐
天
皇
を
補
佐
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
延
喜
の
治
」
を
推
進
し
た
。
〔
典
拠
〕
『
古
今
著
聞
集
』
巻
三
「
政
道
忠
臣
」「
後
朱
雀
院
、
右
大
臣
實
資
に
仰
せ
て
装
束
の
過
差
を
止
め
ら
る
る
事
」。
〔
備
考
〕
『
大
鏡
』
巻
二
に
は
、
原
注

に
い
う
よ
う
に
、
左
大
臣
藤
原
時
平
と
醍
醐
天
皇
と
の
計
略
と
し
て
伝
え
て
い
る
。
（
石
本
波
留
子
）
『
大
東
世
語
』「
政
事
篇
」
注
釈
稿
（
堀
）
七
七
〔
政
事
５
〕
二
一
レ
二
一
レ
二
源
亞
相
俊
明

。
値
公
事
。
時
或
遺
令
篇
。
乃
取
臆
裁
行
。
後
校
一
二
レ
一
故
事
。
都
無
不
中
者
。
〔
書
き
下
し
文
〕
わ
す
源
亞
相
俊
明
、
公
事
に
値
ひ
て
、
時
に
或
ひ
は
令
篇
を
ふ
る
こ
と
を
遺
る
。
す
べ
あ
た
乃
ち
臆
に
取
り
て
裁
行
す
。
後
に
故
事
を
校
す
る
に
、
都
て
中
ら
ざ
る
者
無
し
。
〔
訳
文
〕
源
亜
相
俊
明
は
、
公
務
に
あ
た
っ
て
、
あ
る
と
き
令
篇
（
事
例
集
）
を
持
参
す
る
の
を
忘
れ
た
。
そ
こ
で
記
憶
に
頼
っ
て
執
り
行
っ
た
。
後
で
先
例
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
一
致
し
な
い
も
の
は
全
く
な
か
っ
た
。
〔
原
注
〕

大
納
言
俊
賢
之
孫
。
宇
治
隆
國
之
子
。
官
大
納
言
。
〔
書
き
下
し
文
〕

大
納
言
俊
賢
の
孫
、
宇
治
隆
國
の
子
な
り
。
官
は
大
納
言
な
り
。
〔
訳
文
〕

大
納
言
俊
賢
の
孫
で
、
宇
治
隆
国
の
子
で
あ
る
。
官
は
大
納
言
で
あ
っ
た
。
〔
語
釈
〕
俊
明
源
俊
明
。
一
〇
四
四
〜
一
一
一
四
。
平
安
時
代
後
期
の
公
卿
。
醍
醐
源
氏
権
大
納
言
源
隆
国
の
三
男
。
承
保
二
年
（
一
〇
七
五
）
六
月
、
蔵
人
頭
左
中
将
か
ら
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
、
検
非
違
使
別
当
な
ど
顕
要
の
官
を
歴
任
し
た
の
ち
、
正
二
位
大
納
言
民
部
卿
に
至
る
。
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
十
二
月
二
日
、
数
ヶ
月
来
の
重
病
に
よ
り
出
家
、
同
日
没
。
七
十
一
歳
。
朱
雀
に
邸
宅
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
朱
雀
民
部
卿
と
号
す
る
。
公
事
に
通
達
し
た
能
吏
と
し
て
の
説
話
を
多
数
残
し
、
本
話
も
そ
の
一
つ
。
亞
相
「
相
国
に
次
ぐ
」の
意
。
相
国
は
太
政
大
臣
の
唐
名
で
、
宰
相
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
太
政
官
の
長
官
（
太
政
大
臣
・
左
大
臣
・
右
大
臣
）
を
宰
相
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
に
次
ぐ
大
納
言
を
指
し
て「
亜
相
」と
し
て
い
る
。
俊
賢
源
俊
賢
。
九
六
〇
〜
一
〇
二
七
。
平
安
時
代
中
期
の
公
卿
。
醍
醐
天
皇
の
皇
孫
。
父
は
左
大
臣
源
高
明
。
妹
の
明
子
は
藤
原
道
長
の
室
で
、
俊
賢
自
身
も
道
長
の
権
勢
に
功
労
が
あ
っ
た
。
万
寿
四
年
（
一
〇
二
七
）
六
月
十
二
日
出
家
、
翌
日
没
。
六
十
八
歳
。
宇
治
隆
國
源
隆
国
。
一
〇
〇
四
〜
一
〇
七
七
。
平
安
時
代
中
期
の
公
卿
。
権
大
納
言
俊
賢
の
次
男
。
元
の
名
は
宗
国
。
説
話
集
作
者
と
し
て
知
ら
れ
、
多
く
の
逸
話
を
残
す
。
避
暑
地
と
し
て
の
別
荘
が
宇
治
平
等
院
の
南
泉
坊
に
あ
り
、
そ
の
所
在
地
名
を
と
り
宇
治
隆
国
と
呼
ば
れ
る
。
公
事
公
の
仕
事
、
公
務
。
ま
た
、
訴
訟
。
令
篇
「
令
」
は
、
い
い
つ
け
、
命
令
、
お
き
て
、
お
達
し
の
意
。「
篇
」
は
ひ
と
つ
づ
り
の
文
書
、
書
物
の
こ
と
。「
令
篇
」
は
、
公
事
の
規
則
な
ど
を
記
し
た
書
物
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
臆
「
憶
」
に
通
じ
る
。
記
憶
の
意
。
校
故
事
「
校
」
は
、
あ
れ
こ
れ
と
引
き
合
わ
せ
て
比
べ
る
、
調
べ
て
正
す
の
意
。「
故
事
」は
、
昔
あ
っ
た
こ
と
が
ら
や
こ
と
ば
の
起
源
な
ど
の
い
わ
『
大
東
世
語
』「
政
事
篇
」
注
釈
稿
（
堀
）
七
八
れ
を
指
す
。
〔
典
拠
〕
『
古
事
談
』
第
二
「
臣
節
」「
俊
明
、
公
事
ニ
通
ズ
ル
事
、
並
ビ
ニ
清
衡
ノ
献
金
ヲ
請
ケ
ザ
ル
事
」（
第
一
七
六
話
）。
（
當
麻
夏
恵
）
〔
政
事
６
〕
二
一
二
一
二
一
藤
爲
隆

。
於
承
保
帝
前
。
讀
諸
奏
事
。
其
日
題
目
殊
多
。
帝
有
倦
色
。
二
一
レ
レ
二
一
レ
レ
爲
隆
欲
畢
聞
。
佯
爲
不
悟
。
讀
數
事
。
餘
五
六
。
帝
不
堪
將
起
。
レ
レ
二
一
爲
隆
或
爲
不
見
。
取
一
疏
云
。
伊
勢
祭
主
臣
玄
言
申
請
天
裁
事
。
高
讀
二
一
二
一
一
發
。
帝
爲
宗
廟
事
故
復
坐
。
遂
得
盡
奏
。
〔
書
き
下
し
〕
藤
爲
隆
、
承
保
帝
の
前
に
於
い
て
、
諸
奏
事
を
讀
む
。
其
の
日
題
目
殊
に
多
こ
と
ご
と
い
つ
は
な
し
。
帝
倦
色
有
り
。
爲
隆
畢
く
聞
か
せ
ん
と
欲
す
。
佯
り
て
悟
ら
ざ
る
を
爲
た
し
、
ほ
讀
む
こ
と
數
事
。
に
五
、
六
を
餘
す
。
帝
堪
え
ず
し
て
將
に
起
た
ん
と
す
。
爲
隆
ほ
或
ひ
は
見
ざ
る
を
爲
し
、
一
疏
を
取
り
て
云
ふ
、「
伊
勢
ま
す
ま
す
の
祭
主
臣
玄
言
し
て
天
裁
を
申
請
す
る
事
」
と
、
高
く
讀
む
こ
と
一
發
な
こ
と
ご
と
う
り
。
帝
宗
廟
の
事
の
爲
の
故
に
復
坐
す
。
遂
に
盡
く
奏
す
る
こ
と
を
得
。
〔
訳
文
〕
藤
原
為
隆
は
、
承
保
帝
（
白
河
天
皇
）
の
前
で
も
ろ
も
ろ
の
奏
事
を
読
ん
で
い
た
。
そ
の
日
は
殊
の
ほ
か
題
目
が
多
く
、
帝
は
飽
き
飽
き
し
た
ご
様
子
で
あ
っ
た
。
為
隆
は
こ
と
ご
と
く
聞
か
せ
た
い
と
考
え
、
気
付
か
な
い
ふ
り
を
し
て
、
さ
ら
に
数
事
を
読
み
上
げ
た
。
す
で
に
残
り
五
、
六
通
ば
か
り
に
な
っ
た
と
き
、
帝
は
た
ま
ら
ず
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
。
為
隆
は
な
お
も
見
な
い
ふ
り
を
し
、
ひ
と
つ
の
申
し
立
て
文
を
取
っ
て
、「
伊
勢
の
祭
主
の
大
中
臣
氏
が
心
よ
り
深
く
天
皇
の
裁
定
を
申
請
す
る
事
」
と
よ
り
一
層
声
高
に
読
み
上
げ
た
。
帝
は
宗
廟
の
こ
と
な
の
で
座
に
戻
っ
た
。
こ
う
し
て
こ
と
ご
と
く
奏
上
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
〔
原
注
〕

參
議
爲
房
之
子
。
官
左
大
辨
。
〔
書
き
下
し
〕

參
議
爲
房
の
子
な
り
。
官
は
左
大
辨
な
り
。
〔
訳
文
〕

参
議
為
房
の
子
で
あ
る
。
官
は
左
大
弁
で
あ
る
。
〔
語
釈
〕
藤
藤
原
の
姓
。
倦
色
飽
き
た
顔
つ
き
。
疲
れ
た
顔
つ
き
。
一
疏
ひ
と
つ
の
申
立
文
。
伊
勢
祭
主
臣
玄
言
申
請
天
裁
事
。
典
拠
と
考
え
ら
れ
る『
続
古
事
談
』に
は
、
「
祭
主
大
中
臣
某
、
謹
申
請
天
裁
事
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
臣
」
は
、
伊
勢
祭
主
で
あ
る
「
大
中
臣
」
氏
の
意
か
。
玄
言
奥
深
い
言
。
玄
語
。
深
く
申
し
上
げ
る
の
意
。
天
裁
天
皇
の
裁
定
。
申
請
願
い
出
る
。
あ
る
請
求
を
官
庁
に
申
し
出
る
。
人
民
が
官
府
に
対
し
申
『
大
東
世
語
』「
政
事
篇
」
注
釈
稿
（
堀
）
七
九
し
出
る
。
一
發
白
語
語
彙
で
、
ま
す
ま
す
、
い
っ
そ
う
。
爲
隆
藤
原
為
隆
。
一
〇
七
〇
〜
一
一
三
〇
。
平
安
時
代
の
公
卿
。
参
議
大
蔵
卿
為
房
の
長
男
。
母
は
美
濃
守
源
頼
国
の
娘
。
寛
治
元
年（
一
〇
八
六
）
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
て
以
来
、
甲
斐
守
・
中
宮
権
大
進
・
右
小
弁
・
左
中
弁
・
遠
江
守
な
ど
を
歴
任
。
蔵
人
頭
に
補
さ
れ
た
。
つ
い
で
保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
参
議
に
昇
り
、
左
大
弁
を
兼
ね
、
さ
ら
に
従
三
位
に
進
ん
だ
が
、
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
九
月
八
日
、
痢
病
に
よ
り
没
す
る
。
六
十
一
歳
。
承
保
年
号
。
一
〇
七
四
〜
一
〇
七
七
。
承
保
帝
白
河
天
皇
。
一
〇
五
三
〜
一
一
二
九
。
典
拠
で
は
白
河
院
。
平
安
中
さ
だ
ひ
と
期
の
天
皇
。
後
三
条
天
皇
の
第
一
皇
子
。
名
は
貞
仁
。
六
条
帝
と
も
。
応
徳
三
年（
一
〇
八
六
）譲
位
、
上
皇
と
な
り
、
初
め
て
院
政
を
開
き
、
堀
川
、
鳥
羽
、
崇
徳
の
三
代
四
十
三
年
に
わ
た
り
実
権
を
握
っ
た
。
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
出
家
し
て
法
皇
と
な
る
。
伊
勢
東
海
道
の
一
国
。
現
在
の
三
重
県
東
部
に
あ
た
る
。
東
は
伊
勢
湾
に
臨
み
、
西
は
鈴
鹿
山
脈
・
布
引
山
脈
・
大
台
山
系
を
隔
て
て
、
伊
賀
（
三
重
県
西
部
）・
山
城
（
京
都
府
）・
大
和
（
奈
良
県
）
の
三
国
に
接
し
、
南
は
志
摩
（
三
重
県
南
部
）
に
接
し
、
北
は
尾
張
（
愛
知
県
）・
三
河
（
岐
阜
県
）
と
接
し
て
い
る
。
爲
房
藤
原
為
房
。
一
〇
四
九
〜
一
一
一
五
。
平
安
時
代
の
公
卿
。
但
馬
守
隆
方
の
子
。
母
は
右
衛
門
権
佐
平
行
親
の
娘
。
永
承
四
年
（
一
〇
四
九
）
生
ま
れ
。
延
久
五
年
（
一
〇
七
三
）
従
五
位
下
と
な
り
、
遠
江
守
、
加
賀
守
、
尾
張
守
な
ど
の
受
領
を
経
歴
す
る
。
一
方
で
蔵
人
・
弁
官
を
帯
び
、
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
に
白
河
上
皇
の
院
別
当
と
な
り
、
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
に
鳥
羽
天
皇
が
即
位
す
る
と
蔵
人
頭
に
任
命
さ
れ
内
蔵
頭
を
兼
ね
、
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
に
参
議
と
な
っ
て
い
る
。
永
久
元
年
（
一
一
一
三
）
に
は
従
三
位
に
叙
さ
れ
る
が
、
同
三
年
腫
瘍
を
病
み
、
同
年
四
月
一
日
出
家
し
、
翌
二
年
に
没
し
て
い
る
。
六
十
七
歳
。
參
議
令
下
の
官
。
太
政
官
に
置
か
れ
、
中
納
言
に
次
ぐ
重
職
。
四
位
以
上
の
も
の
か
ら
任
ぜ
ら
れ
、
公
卿
の
一
員
。
宰
相
。
左
大
辨
律
令
制
の
官
名
。
太
政
官
に
直
属
し
、
左
右
に
分
か
れ
、
左
弁
官
は
中
務
・
式
部
・
治
部
・
民
部
の
四
省
を
、
右
弁
官
は
兵
部
・
刑
部
・
大
蔵
・
宮
内
の
四
省
を
管
掌
し
、
そ
の
文
章
を
受
理
し
、
命
令
を
下
達
し
た
。左
右
そ
れ
ぞ
れ
に
大
弁
・
中
弁
・
少
弁
が
あ
り
、そ
の
下
に
大
史
・
少
史
が
あ
る
。
〔
典
拠
〕
『
續
古
事
談
』
第
一
「
王
道
后
宮
」
第
十
三
話
。
（
齋
藤
全
）
〔
政
事
７
〕
レ
レ
二
承
保
帝
嘗
夢
藤
顯


。
引
手
進
行
。
故
寵
遇
特
重
。
而
爲
郎
時
。
奏
進
一
除
目
。
帝
覽
忽
怒
。
裂
便
却
擲
。
顯

懼
退
。
既
而
其
父
顯
隆
入
見
。
上
云
。
『
大
東
世
語
』「
政
事
篇
」
注
釈
稿
（
堀
）
八
〇
レ二
一
二
一
レ
外
史
諸
遠
。
未
勘
攝
州
公
文
者
。
顯

何
由
進
。
上
自
勵
政
事
如
此
。
〔
書
き
下
し
文
〕
承
保
帝
嘗
て
夢
む
、
藤
顯

手
を
引
き
て
進
み
行
く
と
。
故
に
寵
遇
特
に
重
た
す
な
は
し
。
而
し
て
郎
爲
る
時
、
除
目
を
奏
進
す
。
帝
覽
て
忽
ち
怒
る
。
裂
き
て
便
ち
き
ゃ
く
て
き
却
擲
す
。
顯

懼
れ
て
退
く
。
既
に
し
て
其
の
父
顯
隆
入
見
す
。
上
云
ふ
、
「
外
史
の
諸
遠
、
未
だ
攝
州
の
公
文
を
勘
せ
ざ
る
者
な
り
。
顯

何
に
由
り
て
れ
い
進
す
る
」
と
。
上
自
ら
政
事
を
勵
す
る
こ
と
此
く
の
ご
と
し
。
〔
訳
文
〕
白
河
天
皇
は
、
夢
の
中
で
、
藤
原
顕
頼
が
帝
の
手
を
引
い
て
い
く
様
を
見
た
。
そ
の
ゆ
え
に
寵
遇
は
特
に
重
か
っ
た
。
顕
頼
が
中
央
官
で
あ
っ
た
時
の
こ
と
、
除
目
を
奏
進
し
た
。
帝
は
そ
れ
を
御
覽
に
な
る
や
怒
り
だ
し
て
、
引
き
裂
い
て
投
げ
返
し
た
。
顕
頼
は
恐
れ
お
の
の
い
て
退
出
し
た
。
や
が
て
、
父
で
あ
る
顕
隆
が
参
内
し
た
。
帝
が
言
う
に
は
、「
外
史
の
諸
遠
は
、
ま
だ
摂
津
国
の
公
文
書
を
点
検
し
終
わ
っ
て
な
い
。
そ
れ
な
の
に
顕
頼
は
ど
う
い
う
わ
け
で
諸
遠
の
名
を
入
れ
て
録
進
す
る
の
か
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
帝
は
、
こ
の
よ
う
に
政
事
を
自
ら
励
み
行
っ
た
。
〔
原
注
〕

顯

爲
房
參
議
。
父
顯
隆
中
納
言
。
顯

官
中
納
言
。
〔
書
き
下
し
文
〕

顯

の
爲
房
は
參
議
な
り
。
父
の
顯
隆
は
中
納
言
な
り
。
顯

の
官
は
中
納
言
な
り
。
〔
訳
文
〕

顕
頼
の
祖
父
で
あ
る
。
為
房
は
、
参
議
で
あ
っ
た
。
父
の
顕
隆
は
中
納
言
で
あ
っ
た
。
顕
頼
の
官
は
ま
た
中
納
言
で
あ
る
。
〔
語
釈
〕
承
保
帝
白
河
天
皇
。
一
〇
五
三
〜
一
一
二
九
。〔
政
事
６
〕〔
語
釈
〕
参
照
。
顯
隆
藤
原
顕
隆
。
一
〇
七
二
〜
一
一
二
九
。
藤
原
為
房
の
次
男
。
白
河
院
の
執
行
別
当
と
し
て
威
権
を
ふ
る
い
、「
天
下
の
政
、
こ
の
人
の
一
言
に
在
り
」（『
中
右
記
』）
と
言
わ
れ
、「
よ
る
の
関
白
」（『
今
鏡
』）
と
異
名
を
と
っ
た
が
、
大
治
四
年（
一
一
九
二
）五
十
八
歳
を
も
っ
て
没
し
た
。
顯

藤
原
顕
頼
。
一
〇
九
四
〜
一
一
四
八
。
平
安
時
代
後
期
の
公
卿
。
権
中
納
言
藤
原
顯
隆
の
長
男
。
鳥
羽
上
皇
の
腹
心
と
し
て「
内
外
権
を
執
り
、
際
会
人
に
超
ゆ
」（『
本
朝
新
修
往
生
伝
』）と
評
さ
れ
た
。
公
卿
を
辞
し
た
後
も
、
重
要
な
議
事
に
は
参
与
し
た
。
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）
五
十
五
歳
で
没
し
た
。
寵
遇
寵
愛
し
て
特
別
に
待
遇
す
る
こ
と
。
郎
中
央
官
庁
の
中
級
役
人
。
擲
な
げ
う
つ
。
な
げ
る
。
懼
お
そ
れ
る
こ
と
。
び
く
び
く
す
る
こ
と
。
上
天
子
。
お
か
み
。
勵
は
げ
ま
す
。
勉
励
す
る
こ
と
。
爲
房
藤
原
為
房
。
一
〇
四
九
〜
一
一
一
五
。〔
政
事
６
〕〔
語
釈
〕
参
照
。
諸
遠
中
原
師
遠
で
あ
ろ
う
。
大
内
記
天
文
密
奏
の
中
原
師
平
の
子
で
、
正
五
位
上
大
内
記
天
文
密
奏
に
任
じ
ら
れ
た
。大
外
記
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
大
東
世
語
』「
政
事
篇
」
注
釈
稿
（
堀
）
八
一
『
中
右
記
』
等
に
た
び
た
び
見
え
る
。
攝
州
摂
津
国
。
畿
内
の
一
国
。
現
在
の
大
阪
府
の
一
部
と
兵
庫
県
の
一
部
。
〔
典
拠
〕
『
今
鏡
』「
す
べ
ら
ぎ
の
中
」「
つ
り
せ
ぬ
う
ら
う
ら
」。
（
石
本
波
留
子
）
〔
政
事
８
〕レ
二
一
レ
二
一
二
レ
北
條
泰
時
聽
政
日
。
有
訟
獄
。
甲
既
極
口
申
‐
陳
己
理
。
及
乙
者
乃
執
一
レ
レ
要
而
對
。
絶
有
辭
。
甲
者
憮
然
不
覺
大
息
曰
。
吁
吾
屈
矣
。
聞
者
嗤
笑
。
レ
レ
レ
レ
泰
時
獨
感
賞
曰
。
不
然
。
知
過
憚
改
。
遁
辭
不
已
。
多
是
訟
者
情
已
。
吾
レ
下
中
二
一
上
レ
聽
獄
久
矣
。
未
曾
見
若
此
人
。
眞
率
不
吝
矣
。
遂
喩
乙
者
。
中
分
其
理
。
〔
書
き
下
し
文
〕
北
條
泰
時
政
を
聽
く
日
、
訟
獄
有
り
。
甲
既
に
口
を
極
め
て
己
が
理
を
申
陳
は
な
は
す
。
乙
者
は
乃
ち
要
を
執
り
て
對
す
る
に
及
び
て
、
絶
だ
辭
有
り
。
甲
者
は
憮
あ
あ
然
と
し
て
覺
え
ず
大
息
し
て
曰
は
く
、「
吁
、
吾
屈
せ
り
」
と
。
聞
く
者
嗤
笑
あ
や
ま
す
。
泰
時
獨
り
感
賞
し
て
曰
は
く
、「
然
ら
ず
。
過
ち
を
知
り
て
改
む
る
に
憚
り
、
遁
辭
し
て
已
ま
ざ
る
、
多
く
は
是
れ
訟
者
の
情
の
み
。
吾
獄
を
聽
く
こ
り
ん
と
久
し
。
未
だ
曾
て
此
の
人
の
ご
と
く
、
眞
率
に
し
て
吝
な
ら
ざ
る
を
見
ず
」
と
。
遂
に
乙
者
に
喩
し
て
、
其
の
理
を
中
分
す
。
〔
訳
文
〕
北
条
泰
時
が
政
務
を
と
っ
て
い
た
当
時
、
裁
判
が
あ
っ
た
。
甲
が
先
に
言
葉
を
尽
く
し
て
自
分
の
道
理
を
申
し
立
て
た
。
乙
は
そ
こ
で
要
点
を
と
ら
え
て
答
え
る
に
及
び
、
と
て
も
説
得
力
が
あ
っ
た
。
甲
は
憮
然
と
し
て
思
わ
ず
大
き
く
息
を
つ
い
て
こ
う
言
っ
た
。「
あ
あ
、
私
の
負
け
だ
」
と
。
こ
れ
を
聞
い
た
者
は
あ
ざ
笑
っ
た
。
た
だ
泰
時
だ
け
は
感
心
し
ほ
め
て
こ
う
言
っ
た
。「
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
過
ち
を
知
り
な
が
ら
そ
れ
を
改
め
る
こ
と
を
は
ば
か
り
、
言
い
逃
れ
を
し
続
け
る
こ
と
は
、
法
廷
で
白
黒
を
争
う
人
の
心
情
と
し
て
ご
く
一
般
の
こ
と
で
あ
る
。
私
は
訴
え
ご
と
を
聞
い
て
久
し
い
が
、
い
ま
だ
か
つ
て
こ
の
人
の
よ
う
に
ま
じ
め
で
潔
い
者
に
会
っ
た
こ
と
は
な
い
」
と
。
か
く
し
て
、
乙
を
さ
と
し
て
、
そ
の
理
非
の
中
庸
を
と
っ
た
。
〔
語
釈
〕
北
條
泰
時
北
条
泰
時
。
一
一
八
三
〜
一
二
四
二
。
鎌
倉
時
代
中
期
の
武
士
で
、
鎌
倉
幕
府
第
三
代
執
権
。
第
二
代
執
権
義
時
の
長
男
。
幼
名
金
剛
、
元
の
名
は
頼
時
。
尼
将
軍
政
子
の
死
後
、
連
署
（
執
権
補
佐
）
を
設
け
た
ほ
か
、
評
定
衆
を
置
い
て
幕
政
を
評
議
さ
せ
、
執
権
独
裁
か
ら
合
議
政
治
へ
の
転
換
に
努
め
た
。
ま
た
武
家
最
初
の
法
典
で
あ
る
『
御
成
敗
式
目
』（
貞
永
元
年
、
一
二
三
二
）
を
制
定
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
五
月
に
出
家
、
六
月
十
五
日
六
十
歳
で
没
す
る
ま
で
、
そ
の
治
世
は
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
た
と
い
う
。
訟
獄
訴
え
ご
と
。
裁
判
沙
汰
に
す
る
こ
と
が
ら
。
申
陳
「
申
」
も
「
陳
」
も
、
の
べ
る
の
意
。
申
し
立
て
る
こ
と
。
理
物
事
の
す
じ
み
ち
。
す
じ
め
だ
っ
た
考
え
。
理
屈
。
憮
然
む
な
し
い
気
持
ち
に
な
る
さ
ま
。
が
っ
か
り
と
失
望
す
る
さ
ま
。
『
大
東
世
語
』「
政
事
篇
」
注
釈
稿
（
堀
）
八
二
嗤
笑
嘲
笑
。「
嗤
」
は
、
あ
ざ
わ
ら
う
、
あ
ざ
わ
ら
い
の
意
。
遁
辭
責
任
な
ど
を
免
れ
る
た
め
に
い
う
こ
と
ば
。
い
い
の
が
れ
の
こ
と
ば
。
逃
げ
口
上
。
訟
者
あ
ら
そ
い
、
う
っ
た
え
る
人
。
裁
判
で
言
い
あ
ら
そ
う
人
。
聽
獄
訴
え
を
聞
い
て
、
と
り
さ
ば
く
こ
と
。「
獄
」
は
訟
獄
の
こ
と
。
眞
率
あ
り
の
ま
ま
で
飾
ら
な
い
。
ま
じ
め
。
ひ
た
む
き
。
正
直
で
さ
っ
ぱ
り
し
た
こ
と
。『
南
史
』「
陶
潛
傳
」
に
、「
我
醉
欲
眠
、
可
去
。
其
眞
率
如
此
。」
と
あ
る
。
不
吝
「
吝
」は
、
も
の
お
し
み
す
る
、
度
量
が
狭
く
さ
っ
ぱ
り
し
な
い
さ
ま
、
く
よ
く
よ
し
て
思
い
切
り
が
わ
る
い
さ
ま
。「
不
吝
」
で
、
く
よ
く
よ
せ
ず
思
い
切
り
よ
く
認
め
る
こ
と
の
意
。「
や
ぶ
さ
か
な
ら
ず
」
と
訓
読
す
る
こ
と
も
あ
る
。
〔
典
拠
〕
『
沙
石
集
』
第
三
ノ
二
「
問
注
に
我
れ
と
負
け
た
る
人
の
事
」。（
當
麻
夏
恵
）
〔
政
事
９
〕
レ
二
一
二
一
青
砥
藤
綱
。
夜
渉
水
。
從
者
誤
失
墜
錢
十
文
。
以
告
藤
綱
。
綱
乃
命
別
二
一
レ
二
一
二
出
錢
五
十
文
雇
夫
。
炬
‐
照
水
底
。
而
捜
索
焉
。
訖
得
而
歸
。
或
笑
其
レ
レ
レ
二
一
レ
得
不
償
失
。
綱
曰
。
不
爾
。
雇
錢
五
十
。
布
在
民
間
。
没
水
十
錢
。
永
二
一
レ
失
世
寶
。
是
當
患
爾

。
〔
書
き
下
し
〕
お
と
青
砥
の
藤
綱
、
夜
水
を
渉
る
。
從
者
誤
失
し
て
錢
十
文
を
墜
す
。
以
て
藤
綱
に
告
ぐ
。
綱
乃
ち
命
じ
て
別
に
錢
五
十
文
を
出
し
夫
を
雇
ひ
、
水
底
を
炬
照
こ
と
ご
と
あ
る
ひ
と
と
く
し
つ
し
て
、
而
し
て
捜
索
す
。
訖
く
得
て
歸
る
。
或
其
の
得
失
を
償
は
ざ
る
こ
し
と
を
笑
ふ
。
綱
曰
は
く
、「
爾
ら
ず
。
雇
錢
五
十
、
布
き
て
民
間
に
在
り
。
水
に
没
す
る
十
錢
、
永
く
世
寶
を
失
ふ
。
是
れ
當
に
患
ふ
べ
き
の
み
」
と
。
〔
訳
文
〕
青
砥
藤
綱
が
夜
、
川
を
渉
っ
て
い
る
と
き
、
従
者
が
誤
っ
て
銭
十
文
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
藤
綱
に
報
告
す
る
と
、
藤
綱
は
五
十
銭
を
出
し
て
人
夫
を
雇
い
、
水
底
を
松
明
で
照
ら
し
て
探
し
求
め
た
。
そ
し
て
全
て
見
つ
け
て
帰
っ
た
。
あ
る
人
が
、
そ
の
利
得
が
出
費
に
見
合
わ
な
い
こ
と
を
笑
う
と
、
藤
綱
は
、「
そ
う
で
は
な
い
。
雇
い
賃
五
十
銭
は
広
く
民
間
に
行
き
渡
る
。
し
か
し
水
に
十
銭
を
没
し
た
ま
ま
で
は
、
永
久
に
世
の
宝
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
危
惧
す
べ
き
こ
と
だ
」
と
い
っ
た
。
〔
原
注
〕
二
一
二
一
レ
レ
二
一
二

藤
綱
爲
北
條
氏
治
地
。
愛
民
施
貧
。
事
多
仁
蹟
。
其
家
不
甚
一
二
一
二
一
乏
。
而
奉
躬
甚
儉
。
衣
無
帛
。
下
飯
唯
用
鹽
少
許
而
已
。
〔
書
き
下
し
〕

藤
綱
は
北
條
氏
の
爲
に
地
を
治
む
。
民
を
愛
し
貧
に
施
す
。
事
仁
蹟
多
し
。
其
の
家
甚
だ
し
く
は
乏
し
か
ら
ず
。
而
る
に
奉
躬
甚
だ
儉
な
り
。
衣
ば
か
に
帛
無
く
、
下
飯
唯
だ
鹽
少
し
許
り
を
用
ゐ
る
の
み
。
〔
訳
文
〕
藤
綱
は
北
条
氏
の
た
め
に
土
地
の
産
物
を
治
め
て
い
た
。
民
を
愛
し
て
貧
し
『
大
東
世
語
』「
政
事
篇
」
注
釈
稿
（
堀
）
八
三
い
も
の
に
施
し
、
彼
の
事
蹟
に
は
仁
な
る
行
い
が
多
か
っ
た
。
そ
の
家
は
ひ
ど
く
貧
し
く
は
な
か
っ
た
が
、
生
活
に
は
と
て
も
倹
約
し
た
。
衣
類
に
は
絹
織
物
は
な
く
、
副
菜
に
は
た
だ
塩
を
少
し
ば
か
り
用
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
〔
語
釈
〕
青
砥
藤
綱
生
卒
未
詳
。
鎌
倉
時
代
の
武
士
。
十
一
歳
の
と
き
出
家
し
て
学
問
に
励
み
、
二
十
一
歳
で
還
俗
、
三
郎
藤
綱
と
名
乗
り
行
印
法
師
に
つ
い
て
儒
仏
の
学
を
学
ん
で
い
た
が
、
二
十
八
歳
の
と
き
、
北
条
時
頼
に
仕
え
て
評
定
の
末
座
に
つ
き
、
頭
人
と
な
っ
た
。
威
に
あ
っ
て
猛
か
ら
ず
、
身
は
質
素
を
守
り
な
が
ら
公
儀
の
た
め
に
は
金
銭
を
惜
し
ま
ず
、
貧
者
に
は
慈
悲
ぶ
か
く
、
古
今
に
並
び
な
き
賢
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。
渉
水
川
を
渡
る
。
誤
失
し
く
じ
る
、
あ
や
ま
る
。
夫
人
夫
。
炬
か
が
り
火
、
松
明
。
訖
こ
こ
で
は
、
こ
と
ご
と
く
、
残
ら
ず
の
意
。
布
広
く
行
き
渡
ら
せ
る
。
蹟
あ
と
、
あ
し
あ
と
、
物
事
が
行
わ
れ
た
あ
と
。
奉
躬
我
が
身
を
養
う
こ
と
。「
奉
」
は
養
う
こ
と
。
儉
つ
つ
ま
し
い
。
質
素
で
あ
る
。
帛
「
」
は
目
を
細
か
く
固
く
織
っ
た
絹
。「
帛
」
は
白
絹
の
意
。
下
飯
お
か
ず
。
副
食
。
あ
る
い
は
下
酒
物
。
〔
典
拠
〕
『
太
平
記
』
巻
三
十
八
「
青
砥
左
衛
門
賢
政
の
事
」。
『
太
平
記
』（
土
井
本
）
巻
三
十
五
。
〔
備
考
〕
こ
の
逸
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、『
関
東
評
定
衆
伝
』『
吾
妻
鏡
』
な
ど
の
鎌
倉
幕
府
関
係
の
記
録
類
に
は
青
砥
左
衛
門
藤
綱
の
名
は
み
え
な
い
。
（
齋
藤
全
）
『
大
東
世
語
』「
政
事
篇
」
注
釈
稿
（
堀
）
八
四
